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『
夕
張
市
が
財
政
再
建
団
体
に
転

落
』
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
に
大
き
な
衝

撃
が
走
り
ま
し
た
。

　

国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
っ
て
地

方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
、
自
主
財
源

の
少
な
い
ま
ち
に
と
っ
て
財
政
運
営

は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
わ
た

し
た
ち
の
ま
ち
も
決
し
て
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
市
は
８
月
に
平
成　
１９

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
新
た

２２

な
『
中
期
財
政
見
通
し
』
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
こ
の
財
政
見
通
し

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
は
、
平
成　

年　

月
に
、
平
成　

年
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度
か
ら
の
５
年
間
の
財
政
の
見
通
し
を
示

し
た
『
中
期
財
政
見
通
し
』
（
平
成　

〜
16

　

年
度
）
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

20り
、
多
額
の
歳
入
不
足
が
見
込
ま
れ
た
た

め
、
財
政
の
安
定
と
健
全
化
を
目
指
し
、

市
職
員
数
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
、

民
間
委
託
の
推
進
な
ど
の
行
政
運
営
経
費

の
縮
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
国
の
構
造
改
革
の
一

環
と
し
て
『
三
位
一
体
の
改
革
』
が
行
わ

れ
、
市
の
主
た
る
財
源
の
臨
時
財
政
対
策

債
（
６ 
㌻ 
用
語
解
説
参
照
）
を
含
む
実
質

的
な
地
方
交
付
税
（
６ 
㌻ 
用
語
解
説
参

照
）
が
見
通
し
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
（
表
１
参
照
）
、
緊
急
の
対

策
と
し
て
、
職
員
給
与
の
独
自
削
減
を
行

う
と
と
も
に
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
６
㌻

用
語
解
説
参
照
）
を
作
成
し
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成　

年
度
は
７
・
７
億
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円
の
黒
字
を
確
保
し
、
財
源
が
不
足
す
る

と
き
に
充
て
る
こ
と
の
で
き
る
財
政
調
整

基
金
な
ど
の
市
の
貯
金
（
表
２
参
照
）
を

あ
る
程
度
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て
厳
し
い
局
面
を
迎
え
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
次
ぐ
収
入
の
市
税
は
、

景
気
の
状
況
や
人
口
減
少
に
よ
り
増
収
は

見
込
め
な
い
状
況
に
あ
り
、
支
出
で
は
市

債
返
済
金
の
公
債
費
が
高
止
ま
り
（
表
３

参
照
）
す
る
こ
と
や
団
塊
世
代
の
職
員
の

退
職
手
当
が
急
増
し
、
新
た
な
財
政
需
要

に
も
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
新
た
な
見
通
し

が
必
要
に
な
っ
た
た
め
、
平
成　

年
度
か

19

ら
の
４
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
『
中
期

財
政
見
通
し
』
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

新
た
に
作
成
し
た
『
中
期
財
政
見
通
し

は
、
経
済
情
勢
の
変
化
が
著
し
い
こ
と
や

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
諸
制
度
が
大
き
な

変
革
期
に
あ
る
た
め
、
計
画
期
間
を
前
回

よ
り
も
短
く
設
定
し
、
平
成　

年
度
か
ら

19

の
４
年
間
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
算
は
現
在
入
手
で
き
る
情
報

を
も
と
に
、
徴
収
率
や
繰
越
金
な
ど
に
つ

い
て
な
る
べ
く
精
度
が
高
く
な
る
よ
う
調

整
を
行
い
、
普
通
会
計
（
６ 
㌻ 
用
語
解
説

参
照
）
を
も
と
に
財
政
健
全
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
わ
な
い
で
試
算
し
た
結
果
、

平
成　

年
度
ま
で
の
収
支
不
足
の
累
計
額

22

は
、
約　

億
２
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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表４　経常収支比率の推移
平成18年度平成17年度平成16年度平成15年度区　　分

95.3％95.2％91．9％88．7％経常収支比率

表３　公債費の償還見込み（普通会計）
平成22年度平成21年度平成20年度平成19年度区　　分

32.9億円33.4億円34.4億円34.1億円公 債 費

表１　実質的な地方交付税の推移

平成18年度平成17年度平成16年度平成15年度区　　　分

47.8億円47.8億円46.6億円46.3億円普 通 交 付 税

4.4億円4.7億円5.1億円5.6億円特 別 交 付 税

5.2億円5.9億円7.7億円11.3億円臨 時 財 政 対 策 債

57.4億円58.4億円59.4億円63.2億円A実質的地方交付税

62.5億円61.8億円62.9億円63.5億円B中期財政見通し

▲　　5.1億円▲　　3.4億円▲　　3.5億円▲　　0.3億円A－B差 引
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※経常収支比率とは、市の財政の余裕を判断する比率で、人件費や扶助費など経常的に支出す
　る経費に、市税や地方交付税など使途の自由な経常的に入るお金がどのくらい充てられたか
　を表したもの。比率が低い方が自由に使えるお金が多い。

表２　財源調整に充てることのできる基金の年度末残高の推移

平成18年度平成17年度平成16年度平成15年度区　　　分

8.7億円8.7億円7.8億円7.8億円財 政 調 整 基 金

3.3億円3.0億円3.5億円5.6億円減 債 基 金

5.1億円4.7億円4.6億円4.6億円備荒資金組合超過納付分

　17.1億円　16.4億円　15.9億円　18.0億円計

特集 財政の健全化を目指して

』


